
(57)【要約】

【課題】接続されている有線回線が切断された場合にお

いても、迅速に異常信号などを通報できる信頼性の高い

セキュリティ端末装置を提供する。

【解決手段】送信イベントが発生すると主回線である無

線回線を優先して接続し、無線回線が接続不能である場

合に副回線である有線回線を接続する。

【効果】迅速かつ信頼性の高いセキュリティサービスを

提供できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
異 常 信 号 ま た は 非 常 信 号 を 有 線 回 線 ま た は 無 線 回 線 を 介 し て 通 報 し 、 送 信 イ ベ ン ト が 発 生
す る と 前 記 無 線 回 線 を 優 先 し て 接 続 し 、 前 記 無 線 回 線 が 接 続 不 能 で あ る 場 合 に 前 記 有 線 回
線 を 接 続 す る 制 御 部 を 備 え る セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 送 信 イ ベ ン ト 発 生 後 に 電 界 強 度 の 測 定 を 行 い 、 前 記 制 御 部 は 、 圏
内 で あ れ ば 前 記 無 線 回 線 に 接 続 し 圏 外 で あ れ ば 有 線 回 線 に 切 替 え る セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に お い て 、 前 記 無 線 回 線 に は 、 サ ー ビ ス 提 供 会 社 の も つ 自 社 イ ン
フ ラ の 基 地 局 お よ び ネ ッ ト ワ ー ク を 使 用 す る セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 非 常 信 号 や 異 常 信 号 を 通 報 す る セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 有 線 回 線 と 無 線 回 線 を 併 用 す る セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 は 、 建 物 の 防 犯 や 火 災 等 の 緊
急 事 態 発 生 時 に 、 通 常 時 に は 有 線 回 線 を 優 先 し て 接 続 し 、 有 線 回 線 が 接 続 不 能 の 場 合 に は
無 線 回 線 を 接 続 し て 通 報 す る 機 能 を 有 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 ま た 、 有
線 回 線 ま た は 無 線 回 線 を 常 時 監 視 し 、 送 信 情 報 が 発 生 す る と ま ず 有 線 回 線 を 検 査 し 、 次 に
無 線 回 線 を 検 査 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ９ ０ ８ ９ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 で は 災 害 或 い は 不 法 侵 入 者 等 に よ り 端 末 装 置 に 接 続 さ れ て い
る 有 線 回 線 が 切 断 さ れ た 場 合 に は 、 有 線 回 線 を 優 先 し て い る た め 、 ま ず 有 線 回 線 が 接 続 可
能 で あ る か ど う か の 検 査 が 必 要 と な り 迅 速 な 通 報 が で き な い 。 ま た 、 有 線 回 線 ま た は 無 線
回 線 を 常 時 監 視 す る と 制 御 部 に 常 に 負 荷 が か か っ て 処 理 が 遅 く な り か つ 消 費 電 力 も 大 き く
な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 建 物 の 防 犯 や 火 災 等 の 緊 急 事 態 発 生 時 な ど に お け る 非 常 信
号 や 以 上 信 号 を 有 線 回 線 ま た は 無 線 回 線 を 介 し て 遠 隔 の 監 視 セ ン タ ー な ど に 通 報 す る セ キ
ュ リ テ ィ 端 末 装 置 に お い て 、 送 信 イ ベ ン ト が 発 生 す る と 無 線 回 線 を 優 先 し て 接 続 す る が 、
無 線 回 線 が 接 続 不 能 で あ る 場 合 に 有 線 回 線 を 接 続 す る 制 御 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 に よ れ ば 、 災 害 或 い は 不 法 侵 入 者 等 に よ り 端 末 装 置 に 接 続 さ れ
て い る 有 線 回 線 が 切 断 さ れ た 場 合 で も 、 無 線 回 線 を 優 先 し て 接 続 す る た め 送 信 イ ベ ン ト 発
生 時 に 直 ち に 無 線 に て 通 報 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
好 ま し く は 、 送 信 イ ベ ン ト 発 生 後 に 電 界 強 度 の 測 定 を 行 い 、 圏 内 で あ れ ば 無 線 回 線 を 接 続
し 、 圏 外 で あ れ ば 有 線 回 線 に 切 替 え る 。 こ れ に よ り 、 有 線 回 線 お よ び 無 線 回 線 を 常 時 監 視
す る 必 要 は 無 く 、 制 御 部 に か か る 負 荷 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 無 線 回 線 に セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス 提 供 会 社 の も つ 自 社 イ ン フ ラ の 基 地 局 お よ び ネ ッ
ト ワ ー ク を 有 効 利 用 す る こ と で 安 価 か つ 信 頼 性 の 高 い 無 線 通 信 を 行 う こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 に よ る セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 示 す
る よ う に 、 本 セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 は 、 無 線 回 線 に 接 続 さ れ る 無 線 通 信 部 １ と 、 有 線 回 線
に 接 続 さ れ る 有 線 通 信 部 ２ と 、 通 信 回 線 を 無 線 回 線 ま た は 有 線 回 線 に 切 替 え る 制 御 部 ３ と
を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ２ は 、 図 １ の 実 施 例 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ に お け る セ ン サ ー 入 力 部
４ も し く は ス イ ッ チ （ ５ ） 入 力 の 報 告 に よ っ て 、 制 御 部 ３ は 、 自 動 通 報 す べ き 異 常 信 号 す
な わ ち 送 信 イ ベ ン ト が 発 生 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 、 無 線 通 信 部 １ の 電 界 強 度 を 確 認 し （
ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 、 電 界 強 度 に 基 づ い て 通 信 可 能 か 検 査 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 無 線 回 線 が
通 信 可 能 す な わ ち 圏 内 で あ れ ば 無 線 回 線 に よ り 通 報 し （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 、 通 報 が す べ て 完
了 す れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 終 了 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 無 線 回 線 が
通 信 不 能 す な わ ち 圏 外 で あ る か 、 も し く は ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 通 報 が す べ て 完 了 し て い
な け れ ば 、 有 線 回 線 に よ り 通 報 し （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 、 通 報 が す べ て 完 了 す れ ば （ ス テ ッ プ
Ｓ ７ ） 終 了 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 通 報 が す べ て 完 了 し て い な け れ
ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 戻 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
自 動 通 報 の 際 、 主 回 線 で あ る 無 線 回 線 を 優 先 し て 接 続 す る た め 、 災 害 或 い は 不 法 侵 入 者 等
に よ り セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 に 接 続 さ れ て い る 有 線 回 線 が 切 断 さ れ た 場 合 で も 、 送 信 イ ベ
ン ト 発 生 時 に 有 線 回 線 が 通 信 可 能 か の 検 査 を せ ず に 迅 速 に 無 線 回 線 に て 通 報 す る こ と が で
き 、 セ キ ュ リ テ ィ 効 果 は 一 段 と 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
送 信 イ ベ ン ト 発 生 時 に お い て 、 無 線 通 信 部 が 電 界 強 度 の 測 定 を 送 信 イ ベ ン ト 発 生 後 に 行 う
こ と に よ っ て 、 有 線 回 線 お よ び 無 線 回 線 を 常 時 監 視 す る 必 要 は 無 く 制 御 部 に か か る 負 荷 を
軽 減 で き 、 ま た 省 エ ネ ル ギ ー 効 果 も 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ３ は 、 本 実 施 例 の セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 が 建 物 内 に 設 置 さ れ た 場 合 の 構 成 例 で あ る 。 セ
ン サ ー ８ － １ ～ ８ － ｎ が 異 常 を 検 知 し 無 線 に よ り 異 常 信 号 が セ ン サ ー 入 力 部 ４ に 送 ら れ る
、 も し く は 非 常 時 に 装 置 の ス イ ッ チ （ ５ ） 入 力 が 検 出 さ れ る と 、 セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 が
無 線 回 線 ま た は 有 線 回 線 を 介 し て 遠 隔 の 監 視 セ ン タ ー に 自 動 通 報 を 行 う 。 無 線 回 線 と し て
は Ｐ Ｈ Ｓ 、 有 線 回 線 と し て は 電 話 回 線 が 一 例 と し て あ げ ら れ る 。 主 回 線 が 無 線 回 線 で あ る
た め 新 た な 設 置 工 事 等 が 不 要 で あ り 、 か つ 副 回 線 の 有 線 に は 建 物 既 存 の 電 話 回 線 を 利 用 す
れ ば 十 分 で あ る 。 ま た 、 送 信 イ ベ ン ト 発 生 時 に 電 話 回 線 を 使 用 中 で あ っ て も 主 回 線 の 無 線
回 線 が 接 続 可 能 で あ れ ば 電 話 回 線 を 切 断 す る こ と な く 通 報 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
な お 、 本 実 施 例 の セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 は 、 異 常 の 内 容 を 音 声 に て 伝 え る 音 声 出 力 部 ６ と
、 ７ セ グ メ ン ト Ｌ Ｅ Ｄ や ラ ン プ に て 表 示 す る 表 示 部 ７ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ は 、 本 発 明 に よ る セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 を 使 用 し た セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム 全 体 の 構 成
例 で あ る 。 セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 か ら 無 線 回 線 ま た は 電 話 回 線 網 １ １ を 介 し て 遠 隔 の 監 視
セ ン タ ー １ ２ に 自 動 通 報 し 警 備 会 社 に 通 報 す る 。 無 線 通 信 に お い て は 、 セ キ ュ リ テ ィ サ ー
ビ ス 提 供 会 社 の も つ 自 社 イ ン フ ラ の 基 地 局 ９ お よ び ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ を 介 し て 監 視 セ ン タ
ー １ ２ に 通 報 す る 。 設 備 の 整 っ た 自 社 イ ン フ ラ を 有 効 利 用 す る こ と で 、 安 価 か つ 信 頼 性 の
高 い セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス が 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ り 迅 速 か つ 信 頼 性 の 高 い セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 図 １ の 一 実 施 例 の 動 作 を 総 合 的 に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 が 建 物 内 に 設 置 さ れ た 場 合 の 構 成 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る セ キ ュ リ テ ィ 端 末 装 置 を 使 用 し た セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム 全 体 の 構 成
例 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 無 線 通 信 部 、 １ － １ … Ｐ Ｈ Ｓ 、 ２ … 有 線 通 信 部 、 ２ － １ … 電 話 回 線 部 、 ３ … 制 御 部 、
４ … セ ン サ ー 入 力 部 、 ５ … ス イ ッ チ 、 ６ … 音 声 出 力 部 、 ７ … 表 示 部 、 ８ － １ ～ ８ － ｎ … セ
ン サ ー 、 ９ … 基 地 局 、 １ ０ … ネ ッ ト ワ ー ク 、 １ １ … 電 話 回 線 網 、 １ ２ … 監 視 セ ン タ ー 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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